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毎年8月に全国花火競技大会が開催され多くの人
で賑わう大曲。その花火会場のほど近い場所に当院
はあります。4階にあるショートステイの屋上から
は花火が一望でき、まさに特等席。毎年利用者さん
の目を楽しませています。
当院は昭和44年に開設し、地域で初の救急告示病
院として診療を開始しました。2008年に新築移転し、
隣接する在宅総合ケアセンターと協働し「医療と介
護の融合」をコンセプトに治療から介護、福祉の一
貫したサービスを提供しています。病床は106床で、
一般病床30床・地域包括ケア病床30床、療養病床46
床のケアミックス型の病院です。急性期から慢性期
まで幅広い疾患に対応し、患者さん・御家族が望む
復帰先に向けて多職種と協働しながら日々関わって
います。ご本人の状態に合わせ、最善のケアを提供
する環境を整え生活を再構築する、それがケアミッ
クス型の最大の利点であると考えます。経口摂取が
難しいと言われていた方が食べられるようになった
り、人工呼吸器を長期間装着していた方が離脱でき

るほど回復したり、そんな姿を見るたびに、あきら
めない看護とそれを支えるスタッフひとりひとりの
チカラが、チーム医療の原動力となっていることを
実感でき、とても頼もしいです。療養病棟では、病
院で最期を迎える方も少なくありません。「終末期
だからこそ本人らしさを損なわないケアを提供した
い」という想いを大切に、患者さん・御家族に寄り
添い、こだわりをもって清潔ケアを実践しています。
外来では、ご本人が少しでも長く住み慣れた場所で
生活できるよう、生活習慣病の指導やがん化学療法
の拡大、訪問診療などに注力すべく日々邁進してい
ます。
当看護部には「関わる全ての方々に、笑顔・優し

さ・愛をもって接しましょう」という目標がありま
す。患者さん・御家族・共に働く同僚へ、そして自
分自身も労わり、笑顔と優しさと愛をもって、これ
からも地域住民に選ばれ信頼される看護を提供して
いきます。

施  設  自  慢

総看護師長　七尾　恵美子

シリーズ

社会医療法人 明和会　大曲中通病院



このコーナーでは、協会会員の皆様の
趣味や休日の過ごし方などを
紹介しております。

我が家の柴犬「リキくん」です。
もう大分おじいちゃんなのですが、まだまだ元気に走り回っていま
す。私はこの後ろ姿が大好きで見た目の可愛さや頭から首にかけてのモ
フモフがたまらなく愛おしくなります。共感できる方がいると嬉しいで
す。日々長生きしてほしいと願っています。
そして、最近ハマっているのが「葛アイス」です。
なんと言っても見た目が豪華できれいなのです。フルーツの素材その
まま楽しめ、さっぱりとして食べやすく、独特のもちもち食感がくせに
なります。是非一度食べてみてください。
先日、葛アイスを売っているお店にウキウキしながら行ってきまし
た。『お正月中に、いっぱい売れて』と残りわずかな葛アイスバーを買
い占めてきました。『葛アイスは、春までしばしお休み』と言われ少し
残念ですが、この日は幸せな気分で家路につきました。雪とレモンアイ
ス葛アイスバーとのコラボで１枚撮ってみました。

ちょっと
一息
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かづの厚生病院 栗木　志津子

Safety Inform
ation

No.44

安全情報
医療・看護安全委員会

MRI検査室への磁性体（金属製品など）の持ち込み

引用：公益財団法人日本医療機能評価機構　医療安全情報 №198

カイロ
３件

不織布マスクの
ノーズワイヤー
１件

磁石付きの義歯
１件

携帯電話
１件

アンクルウェイト
１件

補聴器
２件

ネックレス、
磁気ネックレス
２件

事務用クリップ
1件

ストーマパウチの
金属留め具
１件

主な背景

診療放射線技師から「金属はないか」と聞かれた際、
患者は補聴器を金属とは思わず、伝えなかった

診療放射線技師は患者のマスクを確認し、ノーズ
ワイヤーのないマスクを渡したが、患者は交換して
いなかった

看護師が磁性体の有無を確認した際、患者は磁気
ネックレスがMRI検査室に持ち込めないものだと
認識しなかったため、伝えなかった

診療放射線技師が患者に磁性体の有無を確認
した際、患者はアンクルウェイトを着けていること
を忘れ、伝えなかった

診療放射線技師と看護師が湿布やカイロの貼付の
有無を確認した際、患者はカイロを貼っていること
を忘れ、「何もない」と答えた

医療者が磁性体（金属製品など）の有無を確認したにもかかわらず、
患者が磁性体を身に着けたままMRI検査室に入室した事例が報告されています。

◆事例のイメージ 一般社団法人日本画像医療システム
工業会は、「MRI入室前のチェックリ
スト」を公表しています

事例が発生した
医療機関の取り組み
MRI検査室へ持ち込めないモノ
を伝えるための写真やイラスト
付きの資料を作成し、患者に見
せながら具体的に確認する。
上記は一例です。自施設に合った取
り組みを検討してください。



地区支部活動について

当地区支部においては、会員数や施設などの問題から支部活動は難しい状況に
ありましたが、「まちの保健室」「一日看護学生」「研修会」を無事に終了するこ
とができました。
11月「北秋田市の訪問看護の現状と事例発表会」をテーマとして３事業所の紹
介と事例発表会を開催しました。在宅療養者の増加・重症化・
多様化・複雑化している現状で、支えてくれている訪問看護師
の役割、重要性を再認識する場となりました。また、病院看護
師との連携の大切さを痛感させられました。住み慣れた場所で、
自分らしく生きる事を支えられるよう、多職種と連携し退院支
援に繋げていきたいと改めて思いました。

北秋田地区支部　支部長　佐々木　久美子

北秋田地区支部

北秋田市民病院

地区支部活動について

５月に開催した「まちの保健室」は、コロナ禍以前の事業活動に戻し血圧測定や
健康相談、血管年齢測定を行いました。たくさんの方に参加を頂き、お子さんに人
気があった「ちびっこナース」の写真撮影では、かんごちゃんの登場で子供たちも
大人も大喜びでした。７月の「ふれあい看護体験」は12名の高校１年生が参加。看

護体験を通して将来への夢に繋げていきたいとの声も聴
かれ、今後の進路に向け貴重な経験が出来たようでした。
研修会や研究発表会も会員の皆様の多くの参加の中意見
交換ができ、充実した事業となりました。今後も協会活
動をPRしながら地域貢献できるよう務めていきたいと思
います。

能代・山本地区支部

能代・山本地区支部　支部長　熊谷　真理子能代山本医師会病院

地区支部活動について

「まちの保健室」での健康相談、「地域医療構想」に関する研修会、横手市内の中学
２年生24名が参加した「ふれあい看護体験」では「看護師の仕事をそばで見れてうれ
しかった」「看護師の患者さんへの優しく寄り添う声かけのしかたなど、ロボットで
は代用できないと感じた」「いろいろな体験をして看護師になりたい気持ちが強くなっ
た」などたくさんの思いを聴くことができました。
会員交流会は「ヨガ」でしばし日常の忙しさから解放され、瞑想タイムでは眠ってしま

うほど癒しのひと時を過ごしました。「看護研究発表会」は３施設３題の他に心臓リハ
ビリテーション指導士（看護師）からの貴重な発表もあり有意義な情報交換ができま
した。「社会福祉施設へのふれあい募金事業」ではNPO
法人「太陽の園」へ目録贈呈し大変喜んでいただきま
した。その他、自殺予防活動や多くの団体活動への救
護班など地域活動の参加もありました。今後も看護職
として地域のみなさまとつながりを持って様々な活
動をしてまいりたいと思います。

横手地区支部

横手地区支部　支部長　太田　たか江市立大森病院

地区支部地区支部活動報告活動報告
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令和６年度目標である「看護師の資質向上と専門性を活かした活動の推進」
として７月に「医師の働き方改革に関連したタスク・シフト/シェア」の実
態調査を行いました。その結果を基に、「看護のさらなる専門性の発揮に資す
るタスク・シフト/シェアの取り組みの現状と課題」をテーマに4病院の協力
を得て、11月8日看護師職能Ⅰ集会を開催しました。チーム医療を推進してい
くためには、タスク・シフト/シェアが重要であり、それらを活用する仕組
みや体制について情報提供していただきました。その中で、タスク・シフト/シェアについて職員への周知や、
他部門との交渉にはまだ不十分であることや看護師特定行為研修修了者の活用には医師の理解が重要などの課
題が述べられました。参加者及び座長からの質問を通して、シンポジストと意見交換した内容は新たな知見と
なりタスク・シフト/シェアの在り方について学ぶことができました。参加者からは、何をしたら良いのかよ
くわからずいたが他施設の現状や取り組みを知ることができて参考になった等の意見が聞かれました。集会を
通し、タスク・シフト/シェアの推進が、患者や看護師、多職種にとって良い効果となってほしいと感じました。

●委員長● 石川　みゆき看護師職能委員会Ⅰ

「国際助産師の日記念事業」は「看護の日記念フェア」と同日に開催され、アルヴェのブースには多くの市民
の皆様に立ち寄っていただくことができました。また、「子育て応援団」事業への参加協力を行うことができ
ました。11月には「今こそアドバンス助産師になろう」というテーマで、日本助産評価機構理事長の堀内成子先
生からご講演をいただき、助産師集会を開催しました。助産師活用推進事業では、院内助産・助産師外来の推進
を図るべく、アンケート調査、研修会等を実施しました。院内助産・助産師外来を進める上でもアドバンス助産師
は求められます。県内新規登録者及び更新者は少なく、今後も引き続き情報発信を行っていきたいと思います。

11月に看多機・特養・訪問看護・居宅介護支援事業所で活躍している看護職の方々
から「家族支援についての困難事例」を紹介して頂き、参加者で情報共有をする集
会を開催しました。24名の参加があり「職場は異なっても看護職の役割・想いは変
わらないこと、医療者間の意思疎通の重要性、他職種の関わり等を知ることができ
た」と学びや感想を頂きました。様々な場所で同じ悩みを抱えながら頑張っている
ことを共有でき、今後に繋がる集会でした。今年度は「介護・福祉領域の看護体験プログラム」を計画してき
ました。令和７年度は、病院と介護・福祉の看護の違い等を知る機会としてもらい、相互の看護と連携に活か
して頂けるよう努めていきたいと思います。

●委員長● 齊藤　清子

●委員長● 安田　智代

助産師職能委員会

看護師職能委員会Ⅱ

今年度は、保健師の資質の向上と組織強化・ネットワーク推進、保健師の専門性を活
かした保健活動の推進を目標に、保健師職能集会、新任期保健師の集いを開催しました。
集会では、「保健師活動指針の改定に向けて」をテーマに講演と情報交換を行いました。
新任期保健師の集いは２回開催し、「全世代の健康を支えるビジョンを描こう」をテーマ
とした講演と情報交換、２回目は事例検討会を行いました。また、組織強化やネットワー
ク推進のため、リーフレット「保健師の皆さんへ」の改訂、看護協会に関するアンケートのまとめ、職能通信の発
行、保健師団体連絡会を開催しました。保健師団体連絡会は産業部門、県はじめ各種団体と情報交換、各団体の
課題について話し合いができました。今後も入会促進を図るほか、課題に沿った研修等を企画していきます。

●委員長● 鹿子沢　真由美保健師職能委員会
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３職能４委員会の活動報告
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多様なヘルスケアニーズを持つ個人・家族・地域
住民及び社会に対して、質の高い組織的看護サー
ビスを提供するために必要な知識・技術・態度を
習得する。

◆受講生の声
●講師や受講生との意見交換を通じ、各施設
の取り組みや成功事例等の話を伺えたこと
は、大きな刺激となり、看護管理の視点を拡
大する機会を得た。どう行動していくこと
がより良い看護の提供につながるかを話し
合えた時間は、本当に有意義なものだった。
●当初は、自組織への理解不足に苦渋したが、
講義やレポート課題に向き合う中で組織分
析が深化し、課題が明確化されたことは自
組織の理解を深めるチャンスにもなった。
サービスの質、経営管理について学んだこ

とも今後の組織管理に活かせるスキルの習
得につながり大きな意味と価値ある学びと
なった。
●研修生や演習支援者とネットワークが築け
たことは、大きな財産となった。グループ
ワークでは他施設との情報交換や助言をも
らうことで視野が広まった。何より追い込
まれた状態でも、研修生皆さんと交流する
ことで乗り越えることができた。悩んだと
きに連絡を取り合い相談し合えるこの人脈
を大切にしていきたい。

１．研修期間：５月27日（月）～７月29日（月）　
　　　　　　　全108時間
２．修 了 者：58名

看護専門職として必要な管理に関する基本的知
識・技術・態度を習得する。
実施内容

教育目的

教育目的

令和６年度 認定看護管理者教育課程

ファーストレベル

サードレベル

１．研修期間：
●前期：９月３日（火）～10月４日（金）　後期：10月20日（日）～11月26日（火）　全183時間
●インターバル：10月５日（土）～10月19日（土）の期間に実習１日
２．修 了 者：12名

実施内容

 　柔らかい緑の風薫る５月、県内各地域（県
北部6施設、中央部12施設、県南部12施設）か
ら看護管理に関心のある60名が集い、本教育
課程が開始しました。そして、猛暑の中、集
合研修が終了しました。講義・演習を含む108
時間は、働きながら学ぶ受講者にとっては容
易いことではない挑戦でもあったと思います。
受講者一人ひとりのご努力と学習姿勢に敬意

を表します。
　修了された58名のご活躍を心から願ってお
ります。
　受講に関するご相談やお問い合わせも随時
受け付けております。
　お気軽にご連絡ください。
　連絡先：018-831-8020
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令和６年度 訪問看護総合支援センター事業報告

１） 新任訪問看護師のための研修
開催日時  ７月６日（火）13:30 ～16:30　　 受講者数  25名
◆受講者の声
● 訪問看護の道に進んでまだ3ヶ月目ですが、私にとって転職は大きな決断、チャレン
ジでもありましたが、今回の研修を受けて間違いではなかった、やりがいのある今の
気持ちを大事にして、このままやり続けていきたいと思えた日となりました。

● 問題解決だけではない、生活の質を上げるために、あらためてその方と向き合い、関
り「訪問看護を頼んで良かった」と思っていただける看護を提供していきたいです。

２）医療的ケア児等の支援につながる研修
開催日時  9月11日(水)13:30 ～ 16:30　横手セントラルホテル
　　　　 　　9月25日(水)13:30 ～ 16:30　秋田県総合保健センター
受講者数  17名
◆受講者の声
●医療的ケアを必要とする子どもたちが実際にどのような支援を受けて在宅で過ごして
いるのか、保育園での様子を知ることができ、とても良い学びの機会となりました。
呼吸器ケアについても、様々な視点から考えることができ、学びを深めることができ
ました。

●今回、研修を受けて、医療的ケア児への支援について、秋田県の取り組み（コラソンや支援ガイドブック）、またフィジカ
ルアセスメントなどとても勉強になりました。ありがとうございました。

02 訪問看護実践力向上研修

開催日時  10月12日（土）9:30 ～ 15:30　　 受講者数  12名
研修テーマ  訪問看護ステーションの経営管理

03 訪問看護管理者研修

研修期間  ５月15日（水）～９月13日（金）のうち講義21日間、実習５日間
受講者数  ９名　　 修了者数  ９名
◆受講者の声
● 訪問看護への知識をもっと深めたいと思った。
● 講師の先生方の実際経験したお話しを聞くことができ、より身近に感じられた。
★お知らせ★
　令和7年度からの研修形態を、eラーニングを活用した一部集合研修と実習に変更いたします。
　詳しくは、令和7年度教育冊子、本会ホームページ、研修・イベント等Web申込サイト(マナブル)等に掲載いたしますので、
ご確認ください。

01 訪問看護師養成講習会

◆受講動機(複数回答) 12（人）

研修タイトル 10

研修目標 5

研修時間 2

開催場所 3

◆今後の活用 12（人）

活用できる 8(66.7％ )

だいたい活用できる 4(33.3％ )

ほとんど活用できない 0

活用できない 0



1. 退院支援看護師養成事業
◆開催日 ９月３日（火）、４日（水）、10月29日（火）
◆修了者　34名
◆受講者の声
●患者さんが安心して退院し在宅に戻れるように入退院看護師と
して仕事をしていきたい
● 他施設や病院の良いところや改善が必要なことをグループワー
クの中で情報共有でき、よい学びとなりました

ナースセンターは再就業を目指す
あなたのサポーターです！

お問合せ　TEL : 018-832-8810

看護あきた　  令和６年度 4号7

・将来に向けて
  再就業支援事業の
  交流会や研修会

・復職支援実技研修
・交流会
・復職支援研修e-ラーニング
・採血実技演習

・お仕事探し（求人情報）
・就業マッチング研修
・復職支援研修e-ラーニング
・採血実技演習

看護師って？
看護補助者って？

・ふれあい看護体験
・お仕事相談
・看護補助者向け研修

働いていない
働くことができない…

働きたいが不安がある
迷っている…

働きたい！

皆さんの事情やライフステージに応じた支援をしています。
個別相談も実施しており、ナースセンターでの対面や、ZOOMによるWEB面談（4月から）、

各地域のハローワークでの出張相談をご利用ください。

LINEでは、最新の求
人情報、研修開催情
報をタイムリーに配信
しています

e-ナースセンターへ
の登録で、求人情報
等確認できます

看護師等の届出サイト
「とどけるん」へ登録
をお願いします

退院支援看護師養成事業

令和６年度 在宅医療従事者育成支援事業報告



 

◆実施期間　９月～ 12月
◆実施件数　24施設
◆研修分野　 感染管理、認知症看護、慢性心不全看護、皮膚・排泄

ケア、救急看護、摂食・嚥下障害看護、糖尿病看護
◆参加施設からの声
●演習をメインとした興味の持てる研修内容だった。
● 資料が見やすく講義内容も分かりやすく、行ってきたケアが間
違っていたことに気付いた、講義内容をケアに活かし、できるこ
とから改善していきたい。
◆認定看護師の講師からの声
● 受講者の皆さんが、とにかく学びたい気持ちがいっぱいで、向上
心、探求心を持って参加して頂き感激した。
● 院外での初めての講師だったが、受講者が熱心に聞いて下さり、
自信につながった。
● 講師派遣事業へ始めて参加し、病院とは違う施設の状況が理解で
きていないことを痛感する機会となった。

◆開催日　８月28日（水）
◆受講者　４名
◆受講者の声
● まだまだ学校進学については、悩んでいます。のんび
り悩んでいたら、仙台は来年でなくなる。ショックで
す。でも、もう少し悩んでいこうと思います。特養で
の勤務経験はないですが、他の参加者の方にいろいろ
お話しを教えてもらえ、実りがありました。

4. 介護福祉施設等研修講師派遣事業

3. 感染対策リーダー看護師育成研修

2. 准看護師のためのキャリアアップ支援研修[JNAオンデマンド研修128]

5. 地域包括ケア推進看護職ネットワーク事業（能代・山本地域）
◆内容
　１） 秋田県看護協会におけるACPに関する普及

啓発と取り組みを理解できる。
　２） 看護実践の中にある意思決定支援を理解し

共有できる。
◆開催日　10月９日（水）
◆参加者　９名
◆参加者の声
　●ACPの理解浸透は、今後必要だと思う
　●同様のテーマで何回も行ってほしい

◆業務への活用　　　　　　　 n=9
No． 内　容 人数（％）

1 大いに活かせる 8(88.9)

2 活かせる 1(11.1)

3 活かせない 0(0)

4 全く活かせない 0(0)

◆開催日　６月11日（火）、26日（水）、７月26日（水）
◆修了者　28名（勤務先：病院18、特養７、老健１、その他２施設）
◆受講者の声
●  研修内容を提出し、多職種に周知できる。それを踏まえ、マニュアルの見直しや手指消毒の徹
底につなげていきたい。

● ３日間の研修は、実際に施設の研修で行えるヒントとなるものばかりであった。多職種を交え
た研修会を開いてほしい。

令和６年度４号　  看護あきた 8
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令和８年度日本看護協会代議員及び予備代議員について、次の候補者が立候補されましたので公示します。

１．代議員候補者（推薦委員会推薦） （任期－令和８年度１年間　所属－令和７年３月３日現在）
NO. 推薦区分 氏　名 職能別 所　属 協会活動歴
１ 保 健 師 職 能 熊　澤　由美子 保 健 師 在宅 元保健師職能委員
２ 助 産 師 職 能 小　林　育　子 助 産 師 秋田大学医学部附属病院 －
３ 看 護 師 職 能 Ⅰ 石　川　みゆき 看 護 師 本荘第一病院 現理事（看護師職能委員会Ⅰ委員長）
４ 看 護 師 職 能 Ⅱ 安　田　智　代 看 護 師 介護老人保健施設あいぜん苑 現理事（看護師職能委員会Ⅱ委員長）
５ 看 護 師 職 能（ 准 看 ） 桃　井　多恵子 准看護師 本荘第一病院 現理事（准看護師）
６ 秋 田 臨 海 地 区 支 部 小　柳　真智子 看 護 師 秋田県立医療療育センター －
７ 事 業 部 長 宮　野　はるみ 助 産 師 秋田県看護協会 現事業部長

２．予備代議員候補者（推薦委員会推薦） （任期－令和８年度１年間　所属－令和７年３月３日現在）
NO. 推薦区分 氏　名 職能別 所　属 協会活動歴
１ 保 健 師 職 能 藤　田　智　恵 保 健 師 秋田大学大学院医学系研究科保健学専攻 現保健師職能委員会委員
２ 助 産 師 職 能 篠　原　由　華 助 産 師 大曲厚生医療センター 現助産師職能委員会委員
３ 看 護 師 職 能 Ⅰ 高　橋　マ　キ 看 護 師 雄勝中央病院 現看護師職能委員会Ⅰ委員
４ 看 護 師 職 能 Ⅱ 貝　田　佐恵子 看 護 師 特別養護老人ホームリンデンバウムいずみ 現看護師職能委員会Ⅱ委員
５ 看 護 師 職 能（ 准 看 ） 高　橋　公　平 准看護師 本荘第一病院 現看護師職能委員会Ⅰ委員
６ 保 健 師 職 能 阿　部　栄　子 保 健 師 仙北市役所 －
７ 理 事 成　田　睦　子 看 護 師 秋田県看護協会 現常務理事

令和８年度 日本看護協会代議員及び予備代議員の立候補者の公示について
令和７年３月３日

秋田県看護協会選挙管理委員会
委員長　菅原　恵美

令和 7年度役員等の選挙について、次の候補者が立候補されましたので公示します。

１．理事・監事候補者
（１）任期満了に伴う改選に係る候補者 （任期－理事２年、監事４年　所属－令和７年３月３日現在）
役職名 氏　名 職　種 所属施設名 協会活動歴 摘　要
理　事 阿　部　栄　子 保 健 師 仙北市役所 － 推薦委員会推薦
理　事 山　岡　ふき子 看 護 師 秋田県看護協会 現理事（専務理事） 推薦委員会推薦
理　事 宮　野　はるみ 助 産 師 秋田県看護協会 現事業部長 推薦委員会推薦
理　事 熊　澤　由美子 保 健 師 在宅 元保健師職能委員 推薦委員会推薦
理　事 小　林　育　子 助 産 師 秋田大学医学部附属病院 － 推薦委員会推薦
理　事 安　田　智　代 看 護 師 老人保健施設あいぜん苑 現看護師職能Ⅱ理事 推薦委員会推薦
理　事 畠　山　美嘉子 看 護 師 大館市立総合病院 現地区理事 推薦委員会推薦
理　事 鈴　木　輝　子 看 護 師 能代厚生医療センター － 推薦委員会推薦

２．推薦委員会委員候補者 
（１）任期満了に伴う改選に係る候補者 （任期－理事２年　所属－令和７年３月３日現在）

氏　名 職　種 地　区 所属施設名 協会活動歴 適　用
門　脇　恵　子 看 護 師 中　央 秋田県立医療療育センター － 推薦委員会推薦
津　嶋　優　子 看 護 師 県　北 北秋田市民病院 現推薦委員 推薦委員会推薦

令和７年度 改選役員及び推薦委員の立候補者の公示について
令和７年３月３日

秋田県看護協会選挙管理委員会
委員長　菅原　恵美

理事会だより
第５回  　令和６年１月2２日（水）

１議　　事
１）令和７年度秋田県看護協会重点事項（案） ・・・・・・・・・・・ ［承認］
２）令和７年度秋田県看護協会事業計画（案） ・・・・・・・・・・・ ［承認］
３）令和７年度通常総会議案及びプログラム（案） ・・・ ［承認］
４）令和７年度会長表彰受賞者（案） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ［承認］
５）諸規程の一部改正（案） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ［承認］
６）令和６年度会長表彰受賞者（優秀学生賞）（案）   ［承認］
７）あきた芸術村わらび劇場への協賛（案）及び
　　秋田大学医学部創立50周年記念事業への寄付（案） ・・・ ［承認］
８）令和６年度補正予算（案） ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ［承認］

２協　　議
１）日本看護協会への要望

３報　　告
１）日本看護協会理事会報告
２）三職能・地区支部事業報告
３） 会長(代表理事)、専務理事・常務理事(業務執行理事)
の職務執行報告

４）会計報告
５）令和7年度日本看護協会会長表彰候補者について
６） 令和7年度秋田県看護協会改選役員・推薦委員候補者の推薦、

令和8年度日本看護協会代議員及び予備代議員の推薦
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 事務局からのお知らせ 
Information

第5２回秋田県看護学会 演題募集
●対象　秋田県看護協会会員
　　　　 （令和７年度入会手続きを済ませた者）
●演題受付期間
　　　　令和７年４月25日（金）～５月16日（金）
＊ 演題募集、論文投稿に必要な書類は秋田県看護協会公式ホームペー
ジからダウンロードしてください。

●会場 　秋田県総合保健センター２階  大会議室
●対象　秋田県看護協会会員

6.18水 
12:20～15:45

令和７年 秋田県看護協会通常総会

  開催期間    令和７年  ５月26日（月）～
　　　　　　　　      ７月31日（月）
  申込期日    令和７年  ４月11日（金） 17時必着
  定　　員    60名

  開催期間   令和７年  ９月  ３日（水）～
　　　　　　　　　11月28日（金）
  申込期日  令和７年  ５月23日（金） 17時必着
  定　　員    30名

ファーストレベル セカンドレベル

令和７年度 認定看護管理者教育課程

日増しに暖かくなり春を感じられる季節になりました。今年度も予定通り年４回の「看護あきた」の発行
を終えることができました。ご協力いただいた皆様ありがとうございます。今後も会員の皆様に看護職の魅
力や役に立つ情報などお伝えできるよう広報委員一同精進してまいります。
これからもご支援よろしくお願いします。 （記：広報委員　鎌田　恭明）

編集
後記
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今回掲載された文章や写真、個人名・団体名については個人情報保護法の下、他の目的には一切使用いたしません。

お手元の

看護あきたを

ご確認ください


